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概要　婦 人科手術後 の 患者 に お い て，術後鎮痛法 と し て ρ塩 酸 モ ル フ ィ ン 硬膜 外腔 注入法 （epidural
morphine ） ペ ン タ ゾ シ ン 筋 注法 （intramuscular　 pentazocine）

．
なら び に 硬膜外腔 注 入 法 （epidural

morphine ） の 比較検討
．
を し，以下 に 示す成績を得た．

　1）鎮痛効果発現時間に関し て，epidural 　rηorphine と epidural 　pentazocine の 間 に は有意差 は認め ら

れな か つ た ．

　2）鎮痛効果持続時間 に 関 し て ，epidural 　pentazocine と．比較 し epidural 　morphine の 方が有意ある延

長 を 示 した ．epidural 　morp 璋heで は
， 2

．
fng注入群 と比較 し 4mg ならびに 6mg 注入群あ方が莚長す

る傾向を示 し た
．
−

　3）術後初発排 ガ ス 時間 に 関 し て ，．t．　epiduraLmorphine ，．　intramuscular　pentazocineそ して epidural

pentazocineの 間 に は
， 有意差 は 認め られ な か つ た ．　epidural 　morphine に お い て は

， 2．mg 注入群 な ら

び に 4mg 注入 群と比較 し 6mg注入群 め 方中
：延長す る傾向を 示 した が，有意差 は 認 め られ なか D ．た ．

epidura1
．
pentazocine　Oこ お しs

’
では

， 10盒 g 注入群 と比較 し15mg 注入群 の 方が延長す る傾向を示 し た が ，

有意差は 認め ら
．
れなか つ だ ．

　4）副作用 ：epidural 　Inorphine なら び に epldural 　pentazocine後 ， 局所麻酔剤 の 硬膜外腔注入 の 際認
め られ る知覚異常な らびに運動障害は認め られな か つ た．epidura1 ．、morphine な らび に epidural 　peht−

azocine と比較 し ，　 intramuscular　 p6ntazocineに 悪心 ならび に 嘔吐が高頻度 に 認め られた ．　 epidural

morphine に お い て は，発汗，　 p 渇そ して 顔 面紅潮が高頻度に 認 め られ た が，モ ル フ ィ ソ 注入量増加 に よ

る副作用の 増強は認め られな か つ た．

Synopsis　To．investigate　e 丘ects 　of 　epidural 　morphine 　and 　pentazocine　on 　postoperative　pain，　eighty −eight
wome ロ who 　have　undergone 　gynecological　abdominal 　surgery 　were 　studied ，

　1） As 　for　onset 　of 　analgesia ，　there　was 　statistically　no 　signi 丘cant 　difference　between　morphine 　and

pentazOCIne．

　2） The　duration　of 　analg6sic 　effect　of　epidural 　morphine 　signi 丘cantly 　lasted　longer　than 「
epidural

pentazocine．　 The　duration　of 　analg
’
esic　effect 　of 　epidural 　morphine 　showed ．atgrpdency 　to　be　longer　in　the

groups 　of 　morphine 　40r 　6血 g　than　2mg，　but　there　 was 　no 　significant 　difference　between　the　groups　of

morphine 　4　and 　6mg，

　3） On 　the 　postoperative 　first　discharge　of　bowel　gas，　there　was 　statistically　no 　significant 　difference
between 　morphine 　and 　pentazocine．　 The 　onset 　time　of 　the　gas　discharge　showed 　a　tendency　to　be　longer
in　the　groups　of　morphine 　40r　6mg　than 　2mg ，1n　case 　of　pentazocine，　it　may 　be　longer　in　15mg 　than 　10mg ，

　4） As 　for　side 　eff   ts，　nausea ，　vomiting ，　thirsty，　redness 　of　the　face　and 　sweating 　were 　mainly 　Qbserved．
However ，　respiratory 　depression　as　well 　as 　sensory 　and 　motor 　disturbance　which 　frequently　observed 　after
epidural 　injections　of 　the　local　 anesthetic 　were 　not 　 recQgnized 　in　these　procoedures．　But　circulatory
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depression　and 　urinary 　retention 　were 　observed 　in　only 　Qne 　cases 　of　epidural 　morphine ．

Key 　words ： Postoperative　analgesic 　method ・Epidural　morphine ・Epidural　pentazocine

　　　　　　 　　 緒　　言

　従来，術後鎮痛法 として ，
モ ル フ ィ ソ をは じめ

とす る麻薬系鎮痛剤 ， そ し て ペ ソ タ ゾ シ ン をは じ

め とす る非麻薬系鎮痛剤が
， 皮下注法或 い は 筋注

法に て 使用 されて ぎた ，

　近年，研究の 著し い 進歩に よ り，
モ ル フ ィ ン な

らび に endorphins （endogenous 　opioid 　peptides）

の 作用部位 と し て の opiate 　receptor が，脳内を

は じ め と し て 脊髄 後角，そ し て 腸な どに 分布す

る
6）こ とが 証明された．最近，opiate 　receptor が

脊髄後角膠様質に 高濃度に 分布する こ とに着眼

し ， ラ ッ ト1こ お い て 実験的に 微量 モ ル フ 4 ン 脊髄

くも膜下腔注入
17）が行 なわ れ，有効 な鎮痛効果が

得 られた こ とが 初め て 報告 された．そ の 後臨床的

に応用 され，術後鎮痛法な らび に 癌性疼痛管理 法

と し て ，微量 モ ル フ ィ ン 或 い は endorphins の 中

で も最 も鎮痛 作 用 の 強 い β・endorphin の 脊髄 く

も膜下腔注入或 い は 硬膜外腔注入に よ り，強力な

持続 鎮痛効果 が得 られた と い う報告
s）11）15）が な さ

れ て い る ．し か しな が ら ，
ペ ン タ ゾ シ ソ 硬膜外腔

注入 に 関する報告は あま り見当 らない 。我 々 は ，

婦人科手術後 の 患者に お い て ，術後鎮痛法 とし て

の 微量塩酸 モ ル フ ィ ソ 硬膜外腔注入法 （epidural

morphine ）な らび に ペ ン タ ゾ シ ン 硬膜外腔注入法

（epidural 　pentazocine）の 有用性を追 求す る た

め ， 鎮痛効果発現時間 ， 鎮痛効果持続時間 ， 術後

初発排 ガ ス 時間 ， そ し て 副作用 に 関 し て ，ペ ン タ

ゾ シ ン 筋注法 （intramuscular　pentazocine）と比

較検討 した ．そ して ， 以下 に 示 す結果 を得た の で

報告す る，

　　　　　 研究対象 お よ び研究方法

　 1．研究対象

　対象は 婦人科手術後の 患者88名で あ る．年齢分

布は ，23歳か ら64歳迄 （平 均 42歳）で ある．対象

88名は ，術 中麻酔法 な ら び に 術後鎮痛法 に よ り，

以下 の 様に 分類 した．

　  全 身麻酔 ・ ペ ソ タ ゾ シ ソ 15mg 筋 注 群 ；12

名 ，   腰部脊 髄 麻酔 ・ペ ン タ ゾ シ ン 15mg 筋注

群 ；12名 ，   腰部硬膜外麻酔・ペ ン タ ゾ シ ソ 15mg

筋注群 ；12名 ，   腰部硬膜外麻酔・ペ ン タ ゾ シ ン

10mg 硬膜外腔 注入群 ； 6 名，  腰部硬膜外麻

酔・ペ ン タ ゾ シ ン 15mg 硬膜外腔注 入群 ；6名 ，  

腰部硬膜外麻酔 ・塩酸モ ル フ ィ ン 2mg 硬膜外腔

注入群 ；20名 ，   腰部硬膜外麻酔・塩酸 モ ル フ ィ

ン 4mg 硬膜外腔注入群 ；10名 ，   腰部硬膜外麻

酔 ・塩酸 モ ル フ ィ ソ 6mg 硬膜外腔注入 群 ；10名．

　2．研究方法

　1） ペ ン タ ゾ シ ン な らび に 塩酸 モ ル フ ィ ン 硬膜

外腔注 入法

　epidural 　 morphine な らび に epidural 　 pent−

azocine は ，術後，患者が耐え難い 創痛を訴 えた 時

に 初め て，術 中麻酔法 として使用 した 持続硬膜外

カ テ
ー

テ ル よ り実施 し た ．硬膜外腔注入液 は，ペ

ン タ ゾ シ ン 10或 い は 15mg ，塩酸 モ ル フ ィ ン 2 ，
4

或 い は 6mg を 0．9％生理食塩水 で希釈し ， 総量 10

m1 と し て 使用 した．

　2）鎮痛効果発現時間

　epidural 　 morphine な らび に epidural 　 pent−

azocine 後の 鎮痛効果発現時間 に 関 し て
， 鎮痛剤

の 種類な らび に 注入量 の 比較検討を し た ．

　3）鎮痛効果持続時間

　epidural 　 morphine な らび に epidural 　 pent−

azocine 後 の 鎮痛効果持続時間 に 関して，鎮痛剤

の 種類 ならび に 注入量 の 比較検討を した．epidur −

al　morphine な ら び に epidural 　pentazocine 再注

入 の 時期は
， score 　of 　amelioration 　Qf 　pain が，

再度 0 となつ た 時 とした．

　4）術後初発排 ガ ス 時間

　術後初発排 ガ ス 時間 に 関 して ，術中麻酔法な ら

表 1　 Analgesic　effect 　following　epidural

　injections　 of　 morphine 　 hydrochloride

　and 　pentazocine
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表 2　 Comparison　between　the　duration　to　onset 　and 　score 　of　ameliorabion 　of 　pa血 in　different

　 doses　of 　analgesics 　for　epidural 　injections，　Intravenous釜nlection 　of　10mg　of 　metoclopramide

　 （MCP ）was 　carried 　out 　10　minutes 　before　epidural 　morphine

mi 頁
th弓duration　to　onset　and 　score 　ofameUoration 　of　pain 申

changeof 　score ： 0→ 1 cha   e　ofscore ： 0→ 20r　3
蹴
聲專
日  

蕁石
dose

≦ 15 ≦ 30 ≦ 45 ≦ 6060 ＜ ≦15 ≦30 ≦45 ≦6060 〈

省’
口

凶

日 117 1 1 10 8 1 120
oN

ヨ
Qo

も bゆ

盈
Φ

日
寸

45 1 4 5 10

．鬟
‘

eb 幻
o

薯
日．

 
54 1 5 4 10

畧’
6

譽
o

3 3 33 6

8
一

甅
口

髄

o
山

已
崘

24 24 6
一

び に術後鎮痛法 の 比較検討を した ．

　5）副作用

　副作用発生頻度 に 関 して
， 術中麻酔法 な らび に

術後鎮痛法 の 比較検討 を し た ．副作用 とし て 今回

チ ェ ッ ク した の は ，呼 吸抑制，血 圧な らび に 脈拍

数 とい つ た循環系抑制 ， 運動障害 ， 知覚異常 ， 排

尿障害 ， 発汗 ，
口 渇 ， 顔 茴紅潮 ， 悪心 ，

’
自区吐 ， な

らび に 情動変化 で ある ．epidural 　morphine なら

び に epidural 　pentazocine 後 の 循 環系 変化 の 把

握 の た め
， 注入 後30分間 ， 血 圧 な らび に脈拍数の

測定を 5 分間欠 に 実施 し た ．

　　　　　　 　　 研究成績

　 1．鎮痛効果発現時間

　epidural 　 morphine な ら び に epidural 　 pent・

azocine 後の score 　of 　amelioration 　of　pain は，

表 1 に 示 し て ある．epidural 　morphine ならびに

epidural 　penta・zocine 後の 鎮痛効果発現 の 状態に

関 し て ， 表 2 に 示 して ある様に ，

』
鎮痛剤の 種類な

らび に 注入量に 関係な く， 注入後 15分か ら30分以

内 に score 　of　amelioration 　of　painは 1 とな り，

更に 30分か ら45分以内 に 2 ま た は 3 とな つ た ．

　2．鎮痛効果持続時間
’
．

　epidural 　 morphine な ら び に epidural 　 pent・

azocine 後 の 鎮痛効果持続時間は ， 表 3 に 示 し て

ある．epidural 　pentazocine　Vこ お い て ，10mg な ら

び に 15mg 注入群の 間に は ，有意あ る変化 は 認 め

られな か つ た．epidural 　 morphine に お い て ， 2

mg 注入 群 と比較 し ， 4mg な らびに 6mg 注入

群の 方が延長す る傾向を示 した が
，

4mg な らび

に 6mg 注入群の 間で は 殆 ど変化は 認め られなか

つ た・・pid・・al　p・pta・9・iheと比較 し・・pidu・al

morphine の 方が著明 に 延長す る傾向を示 した。

epidural 　 morphine な ら び ？c　epidural 　 pent ・

azocine ともに ，硬膜外腔注入 2 回 以上施 行 した

場合で は
， 1 回 目 よ り 2 回 目

，
2 回 目よ り 3 回 目

注入時の 方 が ， 鎮痛効果持続時間は 延長す る傾 向

を示 した．

　 3．術後初 発排 ガ ス 時間

　術中麻酔法な らび に術後鎮痛法 と術後初発排 ガ

ス 時間 に関する比 較を，表 4 に 示 した．術中麻酔

法 の 比較に お い て 1umbar ’
epidural 　 anesthesia

，

lumbar 　spinal 　anesthesia そ し て general　anesth ・

esia の 間 に は，有意 あ る 変化 は 認 め られ なか つ

た．術後鎮痛法の 比較 に お い て は ， epidural 　mor ・

phine，　 epidural 　 pentazocine， そ し て intramus ・

cular 　pentazocine の 間に は
， 有意あ る変化は 認 め

られ なか つ た．epidUral 　morphine に お い て は ，2

mg 注入 群 （51．8± 5．0） な ら び に 4mg 注 入 群

N 工工
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表 3　 Comparison　of 　the 　duration　of　analgesic 　effect　followirig　epidural 　injections　of

morphine 　hydrochloride　and 　pentazocine ．

doses Morphine　Hydrochloride Pentazocine

hours 2mg 4mg 6mg 10mg 15mg

  24 〈   24＜   24 ＜   24 く   24く

Φ

  24く

  24＜

  24〈

  24く 審
　 24 く

　 24＜

擢   24＜   24 く   24 ＜

呂   24＜   24 ＜   24 ＜

o
  24＜   24 〈   24 ＜

慧   24＜   24〈   24＜

も   24 く   24 く

．2
芻
b。

罵 署
  16　 24〈

  20 ．524 ＜

  19．324 〈

  18　 24〈

  15　 24 〈

  18．524 〈

  1124 ＜   13．824 ＜

  　3．524 ＜
唱 ＝
帽

ち
信

星
  21．524 ＜

  21　 24＜

  　5 ．524 ＜

、臼
鴦   　 5．　 12　 24く   5 ．3　 7　 24 〈   　4 ．3524 く

ξ   　 6．513 　 24＜   3．2　 7．824 ＜   　4．7524 ＜

詈   　 5 ．312 ，524 ＜   4　 18．824 ＜

謹  10　 20　 24く   8，710 ．524 ＜

覃
  10　 11　 24〈

塁  　 0 ，5　 8．324 ＜

9

  17，521 ．524 ＜

  　 5　 11．524 ＜

  　 4 、511 ．524 ＜

tQtalnumbers 20 10 10 6 6

表 4 　Comparison 　of 　the　duration　of 　the　postoperative　first　discharge　of 　gas　between 　anesthesia

during　operation 　and 　postoperative　analgesic 　methods

置umbar 　epidural 　anesthesia

1umbar
　　spinalanesthesiagenera

置

anesthesia

　　methods

duration
（hours）

epidural 　m 。rphine epidural 　pentaz 。cine intramuacular　pentazocine

2mg 4mg 6mg 10mg 15mg 15mg 15mg 15mg

「a   e 34．9〜72 ．337 ．2〜67、343 ，3〜69．8422 〜56．050 ．5〜70．526 、8〜62 ．524 ．2〜90 ．331 ．3〜74 ．2

mean ±SE51 ．8± 5．050 ，7± 4．356 ．4± 4．148 ．2± 4 ．156 ．3±4．348 ．1± 2，852 ．9± 4．551 、3±3．4

1

｛

（50．7± 4．3）と比較 し ， 6mg 注入群 （56．4± 4．1）

め方 が延長す る傾 向を示 し た が，有意差 は 認め ら

れ な か つ た ．epidural 　pentazocine　t！こ お い て は ，

10mg 注入群 （48．2± 411）と比 較 し ， 15mg 注入 群

（56，3± 4．3） の 方 が延長す る傾 向を示 し た が，有

意差 は認め られ なか つ た．

　4．副作用

　術 中麻酔法 な らび に術後鎮痛法 と副作用発現頻

度に 関す る比較を，表 5 に 示 した．術 中麻酔法 の

比較に お い て ，口渇 な らび に 顔面 紅潮 が 1umbar

epidural 　 anesthesia に お い て 高 頻度 に 認 め られ

た ．悪心は ， lumbar　spinal 　anesthesia に お い て

最 も高頻 度に 認 め られ た が
，
1umbar 　 epidural

anesthesia な ら び に general　 anesthesia セこ お い

て も， 同様に 高頻度 に認め られ た ．

　epidural 　 morphine な らび rc　epidural 　 pent・

azocine 後，一般に 使用 されて い る局所麻酔剤 の

硬膜外腔注入 の 際認め られ る知覚異常 な ら び に 運
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表 5 　Comparison　of　 side 　 effects 　between　anesthesia 　during　operation 　and

　postoperative　analgesic 　methods

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 e ： radical 　hysterectomy ）

1umbar　epidural 　anesthesia

1uhlhar
　　spinalanesthesiageneralanesthesia

　　　　　　　　　　　　　methods

s正de　e摩 cts

epidural 　morphine
　epidural

pentazocine
intramuscular　pentazocine

2m9 4mg6mg10mg15mg15m
琴 15mg 15 

respiratory φsturbance000000000000000o

remarkable 　cha   e　of
blood　preSSure

15 σ oo000o0000000

remarkable 　change 　of

　　puls　rate
1500000000000000

motor 　disturbance 0000000o00000000

sensory 　disturbance σ 00000000000 σ 000

肛 inary　disturbance 3（2
纈

） 1500000000000000

sweating 84022033035023321718325

thirsty 7 ・35220330117117 ・ 180018

redness 　of 　the　face 7352202201171
ユ72170018

naUS 母a 315330440233350650541433

vomiting 21000110000043318217

psychic　change 0 〔｝ 000o06o0000000

total　 numbers 20　　％ 10　　
σ

o10 　　
006

　　％ 　　　　　
006

12　 ％ 　　　　　　％12 　　　　　　％12

動障害は
， 全 く認め られ な か つ た ，

　epidural 　morphine 　 2　mg 注入 群に お い て ，収

縮期血圧 の 20mmHg 以上 の 低下 ， な らび に 尿留置

カ テ ー
テ ル 抜去後の排 尿障害 つ ま り排尿遅延を き

た した症例 （広汎性子宮全摘術例は 除外）が
， そ

れぞれ 1 例ず つ 認め られた．また，epidural 　mor ・

phineに お い て ，注入 量 と関係な く， 発汗 ，
口 渇 ，

そ して顔面紅潮が 高頻度に 認め られた ．

　epidural 　 morphine な らび ec　epidural 　 pent −

azocine と比較 し ，
　intramuscular　pentazocine に

悪心 な らび に 卩区吐が高頻度に 認め られた ．

　　　　　　　　　考　　察

　モ ル フ ィ v 類似の 作用を示す endorphins ，そ し

て 作用部位で あ る opiate 　 receptor の 発見 以来 ，

endorphins の end   rine 　effect
，続 い て analgesic

effect に 関す る 研 究が 発展 し て きた ．1976年，

Yaksh 　et　a1．17〕は ，ラ ッ トに お い て モ ル フ ィ ン 脊髄

くも膜下腔注入 に よ り鎮痛効果が得 られ た こ とを

初め て 報告 した ．Wang 　et　a1．15）
の モ ル フ ィ ン 脊髄

くも膜下腔注入 法 ， そ し て Behar 　et　aL8）の 硬膜外

腔注入 法 の 臨床的応用 の 報告 以来 ， 術後鎮痛法な

ら び に 癌 性 疼痛 管 理 法 と し て 注 目を 集 め て い

る
11｝
．

　産科領域に お い て も，無痛分娩法 へ の 応用 とし

て 注 目を集 め
，

モ ル フ ィ ソ 硬膜外腔注 入法 9｝が実

施 され て い るが ，Bakara 　et　a1．7）の モ ル フ ィ ン
，

そ し て Oyama 　et　a1．
12）の β・endorphin 脊髄 くも

膜下 腔注入法程の 成績は 得 られ て い な い ．

　微量 モ ル フ ィ ン 脊髄 くも膜下腔注入 に よ り， 有

効 な持続鎮痛効果が得 られ る機序は ，詳細 に は 不

明で あ る が，次の様 に想定され て い る．つ ま り，

微量 モ ル フ ィ ン 注入後 の 早期鎮痛効果は ， Yaksh

et　al ．18）
，
　Wang 　et　al ．15｝そ し て Willer，¢t

’
al．16）も

支持す る 様に
， 脊髄後角膠様質に 分布する opiate

receptor へ の 直接作用 に よる．有村 ら
1）な らび に

久保 田 ら
3 ）は ， epidural 　m ・orphine 後の 血 中な らび

に 髄液中の モ ル フ ィ ン 濃度測定を行 な い ，血 中濃

度 と比較 し髄液中濃度が著 し く高値を示 した とい

う報告を して い る．これ よ り，
Behar 　et　a1 ．8）も推

論 して い る様 に，epidural 　morphine 後 の 鎮痛効
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果発現 の 機序 と し て ，髄膜を通過 した モ ル フ ィ ン

の 脊髄後角膠様質に 分布す る opiate 　receptor へ

の 直接作用が示 唆 され る．その 他，Jessell　et　a1，1°）

は ， endorphins ほ脊髄後 角の substance 　P を含有

す る知 覚 ニ ュ
ー ロ ン の 恐 ら く nerve 　ending に 存

在す る opiate 　receptor を 介 し て 作用 し ， 疼 痛の

閾値を変え る こ と に よ り鎮痛効果 を発揮す る こ と

を示唆す る報告を して い る．モ ル フ ィ ソ の 脊髄後

角 へ の 直接作用 に 続 い て ，脳幹部 へ と作用が 及 び
，

中脳 の periaqueductal　gray （PAG ）， な ら びに中

脳 の nucleus 　raphe 　magnus そ し て nucleus

reticUlaris 　 magnocellularis か ら 脊 髄 後 角 の

Rexed 第 1層 と第 V 層 へ の 下行 性知覚制御機構

も加わ り ， 強力な鎮痛効果が形成 され る と推論 さ

れて い る．と こ ろで ， 最近 ，
Yeung　et　al．19）は

，

実験的 に モ ル フ ィ ソ の 脊髄く も膜下腔注入 ならび

に 脳室内注入 を行 な い ，脳 と脊髄 と の 麻薬様鎮痛

剤の 作用機序の 比較を した結果 ， 最 も有効 な鎮痛

作用を もた らす た め に は
， 脳 な らび に 脊髄 の 両者

が必要で ある と報告 し て い る．

　 ペ ソ タ ゾ シ ン は，鎮痛作用を有す る麻薬拮抗剤

の ベ ン ズ ア ゾ シ ソ 系薬剤 であ り， しか もモ ル フ ィ

ン に 対 し agonist な らび に antagonist の 両 作 用

を有す る
14〕

こ とが知 られて い る．また ，
ペ ン タ ゾ シ

ン の 作用の 一部分 は，opiate 　receptor 　blockerで

あ る Naloxone に よ り拮抗 さ れ る こ と よ り，

opiate 　receptor を介 し て 作 用を発揮す る の か も

しれ な い ．こ れ よ り，epidural 　morphine と同様 に

epidural 　pentazocine の 鎮痛法 として の 臨床的応

用が期待 される が ， 今 の と こ ろ ，
これに 関する報

告は あま り見当 らな い ．

　海木ら2，は
， 帯状疱 疹後神経痛患者に お い て

，
1

mg 　of　epidura ｝morphine な らびに 60r 　9　mg 　of

epidural 　pentazocine を行な い ，各群 と も 6時闊

か ら10時間 の 有効 な持続鎮痛効果が得 られた と報

告 し て い る．渡辺 ら
5）は

， 術後鎮痛法に お い て
，

2

mg 　of 　epidural 　morphin β，
7．5　mg 　 of　epidural

pentazocine そ し て 2mg 　of 　epidural 　morphine

after 　7．5mg 　of　epidural 　pentazocineを行 なつ た

結果 ， 鎮痛効果持続時間 に 関 し て ，epidural 　mor ・

phine と 比 較 し て epidural 　pentazocine　et短 か

く，症例の 75％が 6時間以内で あつ た こ と，そ し

て モ ル フ ィ ン に 対 す る ペ ン タ ゾ シ ン の

antagonistic 　action は 認 め られ な か つ た と報告

し て い る．我 々 も
， 術後鎮痛法 とし て 2，40r 　6

mg 　of 　epidural 　morphine お よび 100r 　15　mg 　of

ep孟dural　pentazocine を行な い
， 鎮痛効果発現時

間な らび に 鎮痛効果持続時間 の 比較検討を し た ．

表 2 ならび に 表 3 に示 して あ る様に ， 鎮痛効果発

現時間に 関 して は，各群 とも同様 の 傾 向を示 し た

が ， 鎮痛効果持続時間に 関して は
， epidural 　mor ・

phine の 方が有意ある延長 を示し
， 注入 量 に お い

て も ， 2mg よ り 4 或 い は 6mg 　of 　morphine の

方 が有効で ある こ とが判 明 した．

　epidural 　pentazocine　Vこ お い て ，
10mg な らび に

15mg 　of　pentazocine ともに
， 初 回注入 に よ る鎮

痛効果持続時間は
， 多数の 症例に お い て 3時間 か

ら 5時間 であ り　，
　intramuscular　pentazocine と差

は認め られ な い が ， 2 回 目以後 の 注入 時に は 著明

な延長傾 向を示 し た ．intramuscular　pentazocine

と比 較し，使用 回数な らび に 総使用量が少な い こ

とを考え併せ る と ，
epidural 　pentazocine も術後

鎮痛法 と し て 有用 と考え られ る．

　 術後初発排 ガ ス 時間に 関 して
， 術中麻酔法 の 比

較を した が，各群 の 間に は 著明な変化 を認め なか

つ た．術後鎮痛法 の 比較 に お い て ，epidural 　mor ・

phine，　epidural 　pentazocine と も・に ， 注入量増加

に ともない 排 ガ ス 時間の 延長を認め た ．機序 の 詳

細 は不 明で あるが ， 腸 に も opiate 　receptor が存

在す る こ とよ り，
モ ル フ ィ ン な らび に ペ ン タ ゾ シ

ン が腸蠕動に 対 し何 らか の 影響を及ぼ し て い る の

か もし れな い ，

　 epidural 　morphine ・後 の 副作用発現 に 関 して ，

Reiz　et　al，13 ）は
， 悪心 或い は 口区吐 ， 皮膚瘢痒感，そ

して 排尿障害を高頻度に ，そ の 他血 圧低下や 呼吸

抑制を 認め た こ とを報告 し て い る．谷 口 ら
4）も同

様に ，悪心 な らび に ロ区吐を高頻度に 認め た と報告

して い る．我 々 の 得た結果で は，図 5 に 示 される

様 に，発汗 ，
口 渇 ， 顔面紅潮，そ し て 悪心 を高頻

度 に
， そ の 他排尿障害 ， 血圧低 下 （収縮期血 圧20

mmHg 以上）を 1 個ずつ 認め た が ，　 bradypneaや

reSipiratory 　arrest とい つ た 高度 の 呼吸抑制 ， な ら
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び に 多弁或 い は 多幸感 とい つ た情動変化 は
， 全 く

認め られ なか つ た．また， モ ル フ ィ ソ 注入量増加

に ともな う副作用の増 強は
， 認あ られなか つ た ．

　 intramuscular　 pen田 zocine な らび に epidural

pentazocine 後 の 副作用発現 に 関 し て
， 悪心 或 い

は 口区吐を高頻度に認め たが，呼吸抑制， 循環系抑

制，な らび に 排尿障害は ， 全 く認あられながっ た．

　 epidural 　morphine 後 に 認め られ た 尿留 置 カ

テ ーテ ル 抜去後の 排尿障害，つ ま り排尿遅延 の 機

序に 関 し て ， 詳細は不 明で あるが
，

モ ル フ ィ ソ の

膀胱括約筋へ の 作用が 主 因で あろ うと推論 され て

い る．

　 従来か ら， モ ル フ ィ ン が脳 の 口区吐中枢 を刺激す

る こ とは知 られて い る。こ れ よ り，ep 正dural　mor ・

phine 後 に 出現 した 悪心或い は ロ区吐 は ，
モ ル フ ィ

ン の ロ区吐中枢 へ の 刺激 に 起因する もの と推察 され

るが ， 術中麻酔 の 影響 も否定 で きな い ．そ の 根拠

とし て ，術中麻酔法 と副作用発生頻度 とを比較 し

た と こ ろ ， general　 anesthesia ， 1umbar　 spinal

anesthesia ，そ し て 豆umbar 　epidural 　anesthesia

ともに
， 悪心 が最 も高頻度に 認 め られたか らで あ

る．

　epidural 　rnorphine 後， 収縮期血 圧 の 20mmHg

以上の 低下 と同時 に ，脈拍数の 増加 を きた し た 症

例が 1例 認め られた ．一般に ， 局所麻酔剤硬膜外

腔 注 入 の 際認め られ る 交 感 神 経 ブ ロ
ッ ク は，

epidural 　morphine で は殆 ど無 い とされ て い る の

で ，血 圧低下 の機序 の 詳細 は 不 明で あ る． と こ ろ

が
， Reiz　et　aL 　

13）は ，　 vertebral 　venous 　plexus へ

の モ ル フ ィ ン 直接注入に 起因するか もしれ ない と

報告 し て い る．今後，更 に検討す る必要がある ．

　以上 の 結果 よ り，　epidural 　morphine は
，
　epidur −

al　 pentazocine な らび に intramuscular　 pen・

tazocine と比較 し
， 術後鎮痛法と して 有用で あ る

こ とが証明 され た．また epidural 　pentazocine も

intamuscular　pentazocine と比較 し ， 使用回 数な

ら び に 総使用量 が 少 な い こ とを考 え併 せ る と，

epidural 　morphine と とも に 術後鎮痛法或 い は 癌

性疼痛管理 法 へ の 有用性が期待 され る．

　尚，本論 文 の 要 旨 は，第59回 な らび に 第61回 日本産科婦

人 科学 会関 東連 合 地 方 部 会総会，第33回 日本産 科婦人科学

森 1825

会 学 術 講 演 会 に て 発表 し た ．
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